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研究成果の概要（和文）：大気CO2濃度の急増が地球環境や食糧生産におよぼす影響を予測し、適切な対策を講ずるた
めには、まず、植物の高CO2応答をよく理解しなければならない。本領域研究では、生態学・農学と分子生理学の研究
者が緊密なコンソーシアムを形成し、植物高 CO2応答の徹底的解明に取り組んだ。総括班は、各種のプラットフォーム
の運営支援や分野間相互理解のための場を設けることを通して学際的コンソーシアム研究を活性化した。また、分野間
ギャップをものともしない若手研究者の育成に務めた。 さらに、研究成果や本課題の重要性を、研究者、大学生、高
校生や市民に周知するよう努力した。

研究成果の概要（英文）：To secure crop production and keep ecosystems properly functioning in the high 
CO2 era, we should examine plant responses to high CO2. In this program, molecular biologists, crop 
scientists, and ecologists studied various plant CO2 responses together through forming a tight 
consortium. The staring team tried to activate this consortium through supporting omics platforms, 
encouraging collaborations, and organizing various workshops and symposia. We organized four retreats for 
young scientists to expose them to interdisciplinary environment. We also tried to publicize not only the 
results our studies but also importance of the studies in relation to the global climate changes to a 
large audience including citizens, high school students, university students, as well as plant 
scientists.

研究分野：植物生理生態学
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１．研究開始当初の背景  
 
	
 大気CO2濃度の上昇をはじめとする地球環

境変化にともない、食糧の確保、環境の保全

のために植物科学の役割が重要であるとい

う認識が広まりつつあった。また、分子生物

学の言葉が生物科学の共通語として広く通

用するようになる一方で、見識ある分子生物

学者は、個体のふるまいを分子生物学の言葉

で理解する必要性を強く感じるようになっ

てきていた。したがって、分子レベルから生

態系レベルまでの分野縦断型のコンソーシ

アム研究を行う機は熟していたと言えよう。 
 
２．研究の目的 
 
	
 植物個体レベルの高CO2応答を分子機作に

基づいて深く理解するためには、個々の遺伝

子の機能を詳細に追及する研究や網羅的オ

ミックス研究だけではなく、植物個体レベル

の現象を分子生理学的に解明することを目

的とした、対象レベル縦断型研究を強力に推

進しなければならない。本新学術領域研究で

は、植物の高 CO2応答およびそれに深く関係

する分野において顕著な成果をあげている

分子生理学者と生態学者がコンソーシアム

を形成して緊密な共同研究を行い、この課題

に挑戦した。総括班は、このコンソーシアム

を効率的に運営することを第一の目的とす

る。また、分野縦断型の研究を経験すること

を通して、分野間の垣根にとらわれない若手

研究者を育成する。 
 
３．研究の方法 
 
総括班はコンソーシアムの活性を最大に保

つよう努力した。具体的な方法は以下のとお

りである 
①	
 新学術領域ブレインストーミング：採択

直後に、分子生理学者と生態学者が、各分野

の最前線を把握し地平を共有するための徹

底的で忌憚のない critical reviewを行った。 
②	
 ホームページ開設・運営：九州大学射場

班にサーバーを置き、運営を支援した。 
③	
 ターゲテッドオミックス、植物栽培プラ

ットフォームの開設と支援：トランスクリプ

トーム、メタボローム、ホルモノームの他、

自由大気 CO2増加実験（FACE, Free Air CO2 
enrichment）や、オープントップチェンバー
の維持に協力した。 
④	
 ワークショップと成果発表会：オミック

ス解析をはじめとするさまざまな課題のワ

ークショップを、年１回程度開いた。成果発

表会を年 1回開いた。 

⑤	
 ニュースレターの刊行：学術領域研究の

単なる広報としてではなく学問的価値のあ

るニュースレターの発行を目指した。 
⑥	
 大学院・研究者向け日本語単行本の刊行 
⑦	
 英文論文集の刊行 
⑧ 成果報告書 
⑨ アウトリーチ活動：高校生や市民を対象
とした領域研究の説明会を行った。 

 
４．研究成果 
 
① 新学術領域ブレインストーミングおよび
シンポジウム：コンソーシアム結成当初だけ

ではなく、分野の異なる研究者が議論する機

会を設け、相互理解の促進に努力した。学会

で積極的にシンポジウムを企画した（５業績

欄参照） 
② ホームページ開設・運営：2009 年 7 月に
開設以来、研究期間内にアクセス数が 20,000
回を超えた。 
③ ターゲテッドオミックス、植物栽培プラ
ットフォームの開設と支援：メタボロームや

ホルモノームを用いた多くの共同研究が生

まれた。また、班員のみでなく、多くの研究

者が、花田班（公募）の作成したトランスク

リプトームのデータを利用した。 
④ ワークショップと成果発表会：数理モデ
リング、メタボローム解析、気孔、植物生理

学の今昔などのワークショップを開いた。伊

東、支笏湖畔、三浦海岸、蔵王で合宿形式の

若手の会を開いた。 
⑤ ニュースレターの刊行：A４、2段組、20-30
ページのニュースレターを毎年 2 巻作成し、
HPからダウンロードできるようにした。 
⑥ 大学院・研究者向け日本語単行本の刊
行：雑誌「化学と生物」に、2013年 4月から
ほぼ毎月領域のメンバーが計 12 編の総説を
公表した（内容については５の業績欄参照）。 
⑦ 英文論文集の刊行：2014 年 2 月に、日本
植物生理学会の英文誌 Plant and Cell 
Physiology の特集号を刊行した（内容につい
えては５の業績欄参照）。 
⑧ 成果報告書：最終年度の予算を繰越した
班が多かったため、最終報告書は 2016 年 6
月刊行予定である。 
⑨ アウトリーチ活動：高校生や市民を対象
とした多くの講演会を行い、領域研究や地球

環境変化に関連した研究の重要性をアピー

ルした。さらに一般向けの書籍を講談社ブル

ーバックスの一巻として出版すべく執筆中

である（2015年 5月段階）。 
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〔学会発表〕（計７件） 
総括班のメンバーが中心となって学会にお

いて７件のシンポジウムを企画した。 
 
①	
 国際シンポジウム「Responses of the 
photosynthetic systems to spatio-temporal 
variations in light environments: scaling and 
eco-devo approaches」（オーガナイザー：村岡
裕由・寺島一郎）：第 78回日本植物学会大会	
 
明治大学生田キャンパス	
 神奈川県川崎市

（平成 26年 9月 12日－14日） 
 
Terashima I “The leaf photosynthetic system: its 
heterogeneous nature”  
 
Kono M, Noguchi K, Terashima I “Effects of 
fluctuating light on regulation of the 
photosynthetic electron transport system”  
 
Yamori W “Regulation of CO2 assimilation 
under a fluctuating light environment”  
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and leaf carbon gain under dynamic 
light“ sunfleck” in natural habitat”  
 

Hikosaka K “Nitrogen distribution within a leaf 
canopy revisited”  
 
Noda H, Muraoka H “Spatial and temporal 
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ecophysiological remote sensing”  
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within-canopy acclimation of photosynthesis”  
 
Evers J “3-D modelling of leaf, plant and canopy 
photosynthesis in a heterogeneous light 
Environment”  
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榊原 均、小俣 達男、柳澤 修一）：第 55回
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且原真紀「水輸送と CO2輸送の分子基盤：ア
クアポリン」	
  
 

溝上祐介「シロイヌナズナ気孔応答変異体の

解析から見えてきた	
 気孔コンダクタンス

と葉肉コンダクタンスの制御機構」 
 
西田生郎「原形質連絡による転流の制御」 
 
種子田春彦「維管束による水輸送：輸送の安

全性と適応戦略」 
 
⑥	
 シンポジウム「高 CO2な近未来環境で植

物はどうなるか？―その解明のための生化
学的アプローチ―」（オーガナイザー：柳澤
修一、榊原均）：日本生化学会第 84回大会	
 国
立京都国際会館	
 京都府京都市（平成 23年 9
月 22日－24日） 
 
射場厚「順遺伝学的アプローチによる気孔の

CO2開閉応答機構の解析」 
 
前島正義「気孔閉口に関わる新規情報伝達タ

ンパク質 PCaP1の分子特性と高 CO2応答」 
 
柳澤修一「シロイヌナズナ高 CO2応答のメタ
ボローム解析」 
 
榊原均「高 CO2環境への馴化過程における植
物ホルモンの役割」 
 
野口航「高 CO2条件におけるシロイヌナズナ
の呼吸代謝系の応答」 
 
三宅親弘「高等植物での、糖代謝における不

可避的生成物・アルドケト化合物の代謝メカ

ニズムの全容解明に向けて～植物は、なぜ糖

尿病を患わないのか？～」日本生化学会第 84
回大会	
 国立京都国際会館 
 
⑦	
 シンポジウム「C/Nバランスの研究を通し
て植物高 CO2 応答を読み解く」（オーガナ
イザー：小俣達男、寺島一郎）日本植物学会

第 75回大会	
 東京大学駒場キャンパス	
 東
京都（平成 23年 9月 17日－19日） 
 
小西美稲子、柳澤修一「高等植物の硝酸応答

機構」 
 
早川俊彦、谷合彰子「イネにおける新規タン

パク質リン酸化酵素を介したアンモニウム

吸収制御	
 と C/Nバランス」 
 
佐藤長緒、山口淳二「	
 ユビキチンプロテア

ソームシステムによる C/N応答制御-ユビキ
チンリガーゼ ATL31とその標的を介した代
謝調節」	
 	
  
 
木羽隆敏、榊原均「高 CO2 応答とサイトカ
イニン」 



 
段中瑞、西田生郎「シンク／ソースの切り替

えと二次原形質連絡形成」 
 
寺島一郎「高 CO2 応答の理解にむけて」 
 
〔図書〕（計 1件） 
寺島一郎（2013）植物の生態	
 －生理機能を
中心に－	
 裳華房 ISBN978-4-7853-5855-6 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0件） 
○取得状況（計 0件） 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
新学術領域 
http://plant.biology.kyushu-u.ac.jp/shinryoiki/ind
ex.html 
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